
 

 

 

 

 

 

卒業式に向けて 
校長  和田  祐一郎  

 

今年度も残すところ、あとわずかとなりました。毎年この時期になると、月日が経つの

は早いと実感します。また暖かい日が増え本格的な春も間近です。学校では年度末のまと

めと、次年度に向けた準備を進めているところです。  

明日、第７８回の卒業式を迎えます。千歳中の卒業生は二万人を超えます。同じ地で学

び同じ校歌を歌った同窓が数多くいるのは心強いものではないでしょうか。そして今年も

２２９名が卒業していきます。  

人は人生の中で何度か大きな感動を味わいます。その中でも、中学校の卒業式というの

は、とてつもなく大きな感動を与えてくれるものだと私は思います。卒業生のみならず、

在校生が互いにその感動を共有できるという意味でも、とても大切な儀式的行事です。  

式にはいろいろなものがあります。それぞれ深い意味をもっていますが、共通してい

るのはけっして単なる形式ではないということです。儀式とは、喜び、悲しみ、希望、感

謝など人が大きな節目で抱く感情を一つの形にして表現するものです。つまり、心の表現

なのです。  

式は厳粛に行えば行うほど、深い感動が得られると私は考えています。  

いい加減な気持ちで臨んだならば、けっして感動はありません。これは  

卒業式に限らずすべてにおいて言えることです。  

本来なら、全校生徒全員が体育館で卒業生をお祝いしたいのですが、本校では生徒数が

多いため、卒業式には２年生と一部の１年生の参列となります。（１年生で参列する生徒

は３年生に兄弟がいる場合と生徒会役員のみ）そのため１年生には式後の校庭での卒業生

の歓送を行ってもらいます。そこで大きな拍手を卒業生に送ってほしいと思います。  

卒業生は、今まで最上級生として下級生の見本となり、しっかりした行動で背中を見せ

てくれました。また、困っているときは優しく話を聞きアドバイスをくれました。そんな

卒業生の晴れの門出です。ぜひ感動ある卒業式を皆さんでつくりあげましょう。  

３月１１日（水）に地震想定の避難訓練を行いました。３分３０秒で全校生徒が校庭

に集合し、点呼までできました。素晴らしい早さでした。避難訓練の最後に、被災地を自

らの目で見てきた山中先生から、「１５年前に起きた大災害を風化させないようにするこ

と。また、災害について知ること、学ぶことで自らの命や近くの人を助けることができ

る」と言うお話をしていただきました。今後も避難訓練をしっかり行いましょう。  

この一年間、保護者や地域の皆様には大変お世話になりました。年度の  

終わりにあたり、改めて関係の皆様に感謝いたしますとともに、次年度も  

本校の教育にご協力いただきますようお願い申し上げます。   
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花咲く君たちへ 
３学年主任  五十嵐  巧  

 昨年、伐採された校庭の桜の木の根元か
ら新しい芽が芽吹いています。素敵な花の
寄せ植えとともに、じっと花咲く時を待っ
ているようです。卒業にあたり、私として
は教科の特性上、正解のある問いばかりを
教えてきてしまった３年間でした。今まで
ずっと正解は一つだと思って生活していた
のかもしれません。中学校生活は皆さんに
とってどんなものだったのでしょうか。皆
さんが「本当の楽しさ」を知るのはもう少
し先なのかもしれません。「皆さんが温か
い集団だった」と懐かしく振り返ることが
できるのはもう少し大人になってでしょう
か？千歳中での３年間、楽しいこと、うれ
しいことばかりではなかったか  
もしれません。しかし、人生に  
正解は一つではありません。あ  
なただけの人生、次のステージ  
でも素敵な花を咲かせてくれる  
ことを期待しています。  

服のチカラと地域のチカラ 
２年Ｂ組  石川  結衣子  

私は、今回の服のチカラゼミで保育園や
小学校から不要になった衣服を回収して、
発送するまでの活動を通して、リユースす
ることの大切さと、それをすることの難し
さを学びました。最初は訪問をして、服を
集めるとなったときに訪問するのが面倒く
さいな…と思っていました。ですが、実際
訪問すると社会に貢献できている実感があ
り、嬉しく感じました。それに、大切に使
われてたであろう衣服を発送する際に畳む
作業で、大事にされていたものを次の人へ
繋ぐということができて達成感がありまし
た。また、訪問する保育園へ電話をする時
期が大幅に遅れてしまい、とても怒られた
り、先生と保育園の方とお話ししたりする
機会がたくさんありました。大  
変な時期もあったけれど、社会  
の厳しさや大変さを知れていい  
機会になったと思いました。  

租税教室を終えて 
３年Ｄ組  大木  有真  

 租税教室では、ふるさと納税について学
び、良い点と問題点の両方があることが分
かりました。都会では税金の流出が増えて
おり、特に世田谷区では多くの税収が減っ
ていることを知り驚きました。また、高額納
税者ほど多く寄付できるため有利になりや
すく、返礼品目当てになってしまうという
問題もあると言うことで、良いことだけで
はないのだと思いました。一方で、災害のと
きにふるさと納税を活用することで、支援
金を早く集められるという良い面もありま
した。授業では、ふるさと納税に賛成か反対
かをみんなで話し合い、様々な意見を聞く
ことができました。立場によって  
考え方が変わることが分かり、税  
金について自分たちで考えること  
が大切だと思いました。  

男女共 同参 画 センター  ラプラスの話 を聞 いて  
１年Ｂ組  黒木  咲千花  

先日、渡邊さんから性教育講座がありま
した。性別の見た目の話、心の話など、あま
り触れることのない話題について、聞くこ
とができ、とてもいい機会になりました。  

性のあり方は人それぞれで、全て同じ人
はいないという話を聞いて、人を見た目で
判断しないようにしようと思いました。ま
た、人それぞれの個性を受け入れていこう
と思いました。これからは、性別に関わら
ず、見た目の偏見にも気をつけていきたい
です。  

私は SOGI という言葉を始めて知りまし
た。 SOGI とは、性的指向（どのような性別
に魅力を感じるか /感じないか）と性自認、
性同一性（自分の性別をなんだと認識して
いるか）のことです。種類が多くて、世の中
には色々なタイプの人がいることが分かり
ました。日本では、3％～ 10％が LGBTQ だと
言われていて、思っていたよりも多いと感
じ驚きました。見た目では判断できないか
らこそ、普段から発言に気をつけようと思
いました。普通や当たり前は人  
によって違うということを日頃  
から意識していきたいです。  



 


